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岸本文男1)

歴史を刻んだ銅鉱資源

銅は人類が早くから開発･利用した金属鉱物資源であ

り,世界的に常用されている分類では,鉛,亜鉛,タン

グステン,錫,ビスマス,アルミニウム,マグネシウム,

アンチモン,水銀とともにr有色金属｣のグルｰプに入

れられ,日本では今も従来通りに｢卑金属｣のグルｰプ

に入れられている.銅は,自然界に自然銅の形で存在す

る場合が少なくたい｡自然銅は比重が比較的大きく,し

かも表面が美しい黄紅色をしている.銅は硬度が低く,

延性･展性が大きく,さまざまな形の工具や装飾品を作

りやすい.しかも,自然界で見られる主な銅鉱物は鮮や

かな色をしたものが多く,黄銅鉱は目に輝く淡黄金色,

孔雀石は美しい深緑,赤銅鉱は鮮やかた赤,藍銅鉱は目

を惹く深い藍,といった工合にである.それに加えて,

これらの鉱物を集めて木炭を加え,rふいご｣を使って

焼けば,簡車に銅の金属が得られる.こういったことが

自然界の銅鉱物の特徴であるから,人類は早くから銅鉱

物を発見し,利用していたのである.

銅鉱床のタイプ

1)斑岩型銅鉱床

世界の統計によると,1980年における世界の銅の総鉱

量は4.94億t,推定総資源量は16.27億tに達している.

この鉱量の半分以上が斑岩型銅鉱床のもので,世界の主

た産銅国,たとえばテリｰ,アメリカ,ペルｰの銅鉱資

源の80-90房はこのタイプの鉱床で占められている.斑

岩銅鉱床として世界最大のチュキカマｰク鉱床(テリｰ)

の銅鉱量は6,900万トン,それに次ぐ同じくテリｰのエ

ルテニエンテ斑岩銅鉱床の場合は6,800万トンである.

そして,銅量が1,000万トンを越える世界の10大銅鉱床

のうち7鉱床は斑岩型の銅鉱床で,中国最大のチベット

自治区の玉龍銅鉱床,それに次ぐ江西省の徳興銅鉱床も

このタイプの鉱床である.

2)海成相堆積型銅鉱床

二番目に重要たタイプの銅鉱床が海成相堆積型の鉱床

である.その規模は,ところによっては非常に巨大であ

る･たとえば,ザンビアからザイｰルに伸びた,アフリ

カ中部を横断する,延長500㎞,幅60-100kmに達する

有名なアフリカ中部銅鉱床帯はその好例である､中国で

は,このタイプの銅鉱床が主として雲南省と四川省の省

境地域に分布し,鉱床は原生代の苦灰岩中に存在し,そ

の鉱床帯は南北方向600㎞ほど断続する.山西省南部の

中条山脈一帯の大型銅鉱床の中にこのタイプに入るもの

がある,と主張する中国の地質専門家もいる.そのほ

か,湖北省と湖南省にもこのタイプの銅鉱床が知られて

いる.

3)黄鉄鉱型銅鉱床

黄鉄鉱型銅鉱床は含銅硫化鉄鉱鉱床ともキｰスラｰガ

とも呼ばれ,大規模なものが多い.その特徴は銅品位が

比較的高く,平均0.8-2房前後であり,鉛･亜鉛･金た

との有用元素を随伴することである､

世界のこのタイフを代表する鉱床は,カナダのノラン

ダ鉱床,スペインのリオｰティソトｰ鉱床,ソ連のウラ

リスク鉱床,我が国の別子鉱山の鉱床であろう.中国で

の実例としては,甘粛省の白銀廠鉱床,雲南省の新平鉱

床,内蒙古自治区の白刃廟鉱床がある･

4)接触交代型銅鉱床

世界の接触交代型銅鉱床の銅鉱量は世界の銅鉱量の

1.3形を占めているにすぎたいが,中国では分布が広く,

かたり重要である.とくに揚子江中一下流地方一帯に多

く,たとえば安徽省の銅富山附近には10数のこのタイプ

の鉱床が集中Lている.一般に,このタイプの銅鉱床の

鉱石は銅品位が高く,選鉱しやすく,鉄･モリブデン･

金･錫･コバルト･鉛･亜鉛だとの多くの有用元素を随

伴し,鉱体を取巻いて貫入岩岩体が群をなして存在す

る.これはまた,中国の歴史の中でもっとも古くから開

発されてきた銅鉱床タイプであり,現在の中国では銅鉱

石の主要な供給源とたっている･

以上の4タイプの銅鉱床はその鉱量が世界的にも中国

一国でも,それぞれの銅鉱量の圧倒的大部分を占め,発
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中国における銅鉱床の主なタイプと針布

鉱床のタイプ
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銅一ニッケル硫化物鉱

床

接触交代鉱床

熱水性脈状鉱床

火山一サブボルカニッ

ク

気熱水性鉱床(斑岩型

鉱床)

品位が低い(Cu0.3-

���

黄鉄鉱型鉱床

(塊状硫化鉄鉱鉱床)

地質学的鉱床生成条件

中生代以前の砂一泥質,苦土質炭酸塩岩

層ないし泥質層中に賦存し,原生界と震

旦系下部統が主.鉱層層厚は安定し,分

布は広く,規模は大きい.

中生界から第三系までの雑色岩中に賦

存,主として砂岩･頁岩が主.鉱層厚度

は安定し,規模はノ｣･一中程度,分布は広い

古期岩系内の塩基性一超塩基性岩体中に

賦存｡鉱体は似層状･レンズ状･脈状を

呈する.鉱体群を作る.銅品位は1-2-5

%,ニッケル品位2-4%.

中性一酸性マグマ岩と炭酸塩岩層の接触

帯及びその付近に賦存｡鉱体の形態は複

雑.銅品位は比較的高い.一般に中小型

観模･生成期が主として中生代.

鉱体が各種岩石の裂鋳中に群を作り脈状

で賦存.鉱体が小規模.分布が広い.

中性一酸性マグマ岩の浅成一超浅成岩体

の頂部と周囲に賦存｡鉱石が鉱染状･細

脈状･鉱体が筒状ないし長帯状･規模

大.

世界の主な銅鉱床タイプ､

生成期は古生代と中生代が主､

ナトリウムに富んだ海底噴火火山岩･火

山源堆積岩と関係がある.鉱体が層状･

レンズ状を呈し,群をだして賦存する.

鉱体の規模は大小さまざま.

随伴有用元素･鉱物

銅,コバノレト,鉛,

亜鉛

銅,鉛,銀,コバルト,

モリブデン,亜鉛,

セレン,ウラン

鋼,ニッケル,硫化鉄

鉱,金,銀,セレン,

テルル,白金族

銅,鉄,モリブデン,

錫,タ:■グステソ,

コバルト,鉛,亜鉛

銅,鉛,亜鉛

銅,モリブデン,金,

銀,硫化鉄鉱,コバ

ルト,タングステン,

錫,セレソ,テルル

鋼,硫化鉄鉱,鉛,

亜鉛,鉄,金,銀

分布

雲庸省の東川･易門,山西省中条

山脈,湖北省西部,湖南省西部,

山東省東部だと

湖南省西部,四川省西部,雲南省,

貴州省など

甘粛省金川,四川省会理,吉林省

盤石,新彊ウィｰグル族自治区,

広西壮族自治区,雲南省,河北省

など

安徽省の安慶･銅富山･貴地,湖

北省の陽新･大冶,江蘇省,河北

省,吉林省,雲南省,湖南省,青

海省など

安徽省盧江,江蘇省,吉林省,内

蒙古自治区など

チベット自治区玉龍,江西省徳

興,黒竜江省多宝山,江蘇省,湖

北省など

甘粛省白銀廠,四川省形県,雲南

省新平,内蒙古自治区白刃廟,江

西省,術江省など

辰の展望のもっとも明るい銅鉱床タイプ群となってい

る.

中国の銅鉱床開発史

銅は,人類がもっとも早く発見した有用金属元素であ

る.遺跡出土品が実証しているところによると,中国の

新石器時代である仰語文化の前期には,すでに銅の製錬

技術が発明されていた.仰韻文化の後期(紀元前3200一紀

元前2700年)には,黄河流域での銅器の使用がかたり広

がっていた･そして紀元前2000年頃に,中国は石器時代

から青銅器時代に入った.紀元前13世紀から14世紀の商

の時代には,青銅(銅･錫･鉛の合金)の製錬と鋳造の技

1990年11月号

第38図

湖北省大冶県銅線山の古代鉱山遺跡.写真は採掘坑道内

に残る崩れた支柱

(<中国画報>から)�
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術がすでに相当高い水準に達していた･さらに春秋･戦

国時代にたると,鉄器が銅器にとって替り初めた.した

がって,銅器が人類社会を占領した期間は3,000年にも

なり,鉄器の歴史よりも長い｡中国での銅の採掘と製錬

がいつ始ったかについては,長く困難な調査を経ながら

考証されてきた.もっとも早く文字に著されたのは<寓

貢>の中の一文で,鉱物と岩石に触れた項目に銅が入っ

ている.この書には鼎の鋳造についての記載も見られる

が,もし大量の銅金属がたかったら,鼎の鋳造は無理だ

ったに違いたい.この<萬貢>よりも少し遅れて書かれ

た<考工記>は,銅合金の配合内容と冶金技術方式を,

たとえば,

“六分其金面錫居一語之鍾鼎之斉.

五分其金面錫居一語之斧金之斉｡

四分其金面錫居一語之文戟之斉

多分其金面錫居一語之大刀之斉.･一･｣

(其の金6分にして錫一居れほ,之を鍾鼎の斉と請う.

其の金5分にして錫一居れば,'之を斧金の斉と請う.

其の金4分にして錫一居れほ,之を文戟の斉と請う.

其の金3分にして錫一居れば,之を大刀の斉と請う.

･･)

といったように,比較的詳しく記述している.この文章

の中の“金"とは実際には銅のことであり,“斉"(チｰ)

とは割合といった意味である.<考工記>には,さらに

“鄭之刀宋之斤魯之削呉薯之剣

遷乎真地面弗能為良地気然色."

(鄭の刀,宋の斤,魯の削,呉弩の剣,

其の地を遷らば,而して能く良と為さんや

地の気,然る也.)

とも書かれている.この記述は,各種の金属

製用具の産地に言及したもので,とくに指摘

している｢地気然色｣は鉱物資源の生成がど

の樋が延々と延ばされて四通八達し,鉱石を搬出するた

めに使った巻上げ機の構造は巧妙であり,製作は精密で

ある､そして,春秋時代の堅型銅製錬炉が今までに8基

発見されているが,いずれも現在の高炉の雛形と言える

機構と機能を備え,地表におよそ40万トンもの古代製鋼

の澄が堆積し,その澁(からみ)の銅含有率は0.7房にす

ぎたい.春秋時代の鉱山の坑道中では,銅製のさまざま

な採鉱道具が発見されている.現在,この古代の鉱山･

冶金遺跡は博物館として整備されていて,一般の見学や

観察に供され,中国の銅鉱床開発史が世界の先駆となっ

ている証の一つとされている･

中国におげるかつての銅鉱床の開発揚模は非常に大き

く,記録によれば,清の康照年間(紀元1662-1722年)に

雲南省の東川銅鉱山から年産300万斤以上の金属鋼が産

出し,多くが当時の硬貨に鋳造されていたようである.

中国の銅鉱物資源の展望

中国の現在すでに探査把握済みの銅鉱量は,テリｰと

アメリカに次ぐ世界第3位である.天津市を除くと,す

べての省,すべての自治区,すべての直轄市に銅鉱床が

ある.しかしその主た鉱床は,江西省･チベット自治区

･雲南省･湖北省･黒竜江省･甘粛省･安徽省･山西省

に集中していて,これらの省と自治区に中国の銅鉱量の

79%が集り,とくに江西省･チベット自治区･雲南省･

甘崩省の4省･自治区の銅鉱量が全国総鉱量の56.7房を

占めている･そして中国の有名た産銅地域とたっている

のは,江西省東部地域,揚子江中一下流地域,四川一票

ころによって異なることを説いているのであ

る.

当時の採鉱と冶金はすでに相当た規模にな

っていて,たとえば湖北省大冶県の銅線山で

発見された,3,OOO年ほど昔の鉱山遺跡は採

鉱区域の面積が8㎞2で,人々の眼前に一幅

の神々しいまでの古代の採鉱や冶金のシｰン

を生き生きと繰り広げてくれる.西周から東

漢まで営々とこの地で銅鉱石が掘られ,そし

て製錬されること実に1,300年に及んだので

ある.発掘によって銅線山では,すでに400

もの旧立坑･旧斜坑と縦横に掘りめぐらされ

た旧水平坑が現れ,採鉱深度は50余mに達し

ていて,坑道内には丸太を割り頗いた排水用
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第39図中国の主要銅鉱床分布概況(何越教ほか編著<中国的破産資源>1987)
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南地域,チベット自治区一雲南地域,山西省南部地域,

河西回廊,嫌江地域たどである.

歴史的には,世界で採掘された銅鉱石の大部分が銅品

位ユ%以上のものであった｡それが近年来,次第に低下

してきている･たとえば,アメリカの場合で言えば,

1900年に採掘されていた銅鉱石の平均品位は4劣であっ

たが,1930年には1.43%,1950年には1老を切ってO.89

房に校り,1970年代末には0.55房に下がり,とくに幾つ

かの大規模に露天掘りをしている斑岩銅鉱床ではすでに

可採銅品位がO.2房を下回っている.

日本も,また中国も,これに似たような状況にある･

中国では,その銅鉱量申の60老以上の鉱石が銅品位1劣

以下である･そのため,鉱量が1,000万トン台の幾つか

の大型鉱床,たとえば江西省の徳興鉱山の鉱床でも,か

つては鉱石の品位が低くて開発することができなかっ

た.

この数十年来の採鉱技術と選鉱技術の進歩に伴って,

徳興の斑岩銅鉱床を含む中国の低品位銅鉱床も次々に開

発に入り,利用されるようにたった1ただ,チベット自

治区の玉龍斑岩銅鉱床のように僻地にあり,あるいは江

西省の城門山銅鉱床のように綾雑な採掘技術条件下にあ

るため,今以て開発に入れたいものもある.そのほか,

中国の銅鉱量の約20%に相当する随伴成分としての銅

は,総合的た回収技術が進歩すれば,あるいはすでに開

発されている外国の技術を導入すれほ,十分に活用でき

るものである.中国の現在の産銅量では,国民経済が必

要としている需要を満たすには遠すぎる.中国自身の予

測によると,中国の銅の需要量は年々2.65-3.45%の割

合で増加するとのことである.そうであれ

ば1中国は存在位置や鉱石の性質が比較的良.､､､

部地域は,いずれも大型銅鉱床発見の可能性が高い.

中国の有名銅鉱床

1)歴史上の銅都……東川市

中国の西南辺境にある雲南省は,“有色金属の王国"

と呼ばれている.雲南省を中心に一つの参金属鉱床生成

帯(“三江参金属鉱床生成帯")があり,そのため省内に広

く銅鉱床が分布し,その中で東川の銅鉱床群が最大の規

模を誇っている.東川市は雲南省東北の金沙江の南岸河

畔,普渡河の東側に位置し,その銅鉱床が分布する範囲

は面積がおよそ660㎞2で,南北2条の鉱床帯に分れ,

既知鉱体の総数は140ほどで,その中に湯丹･国民･落

雪･鰯泥坪の主要た4露天採鉱区がある.鉱体は主とし

て苦灰岩中に存在し,銅のほかに金･銀･モリブデン･

コバルト･ゲルマニウムたどを随伴している.

鉱床はその昔,1,800年前の東漢時代にはすでに採掘

されていたという,中国最古･最長期の銅産地である

(最古･次長の銅産地が前述の湖北省大冶県の銅線山鉱床).明

･溝の時代のこの地での選鉱･製錬･鋳鋼技術は相当な

水準に達し,たとえば明時代の年産粗銅量は万トン台に

達していた.さらに清の尭正4年(1726年)から同じく清

の成豊8年(1858年)の問には年産粗銅量が5,400-6,650

トンを保っていたが,中華人民共和国誕生の直前にはほ

とんど生産停止の状態に近く,年産粗銅量はわずか50ト

ン前後にすぎたかった.

1952年に東川鉱務局が創設され,生産は回復した.そ

して1958年に東川市が設立されるとともに大規模な鉱山

好た銅鉱床の分布地域での鉱山の建設を促進

し,同時に貧鉱と随伴銅成分の処理･利用の

課題を積極的に解決しなくてはならないだろ

う.

銅鉱床の地質学的た生成条件から言えば,

中国は良い条件を備えていて,規模は別にし

て,世界の主た銅鉱床タイプがすべて発見さ

れているだげでたく,まだ多くの,詳細た地

質調査と鉱床探査が行なわれていたい地域が

残っている.中国地質科学院地質鉱産研究所

の研究によって区分された銅鉱床生成有望区

の中で,比較的詳細な調査研究が実施済みの

区域は半分程度にすぎたい.とくに,江西省

の東北部地域,揚子江中一下流地域,“三江"

(金沙江･潤槍江･怒江)地域,チベット自治

区の東部地域,内蒙古自治区の中部地域と北

ユ990年ユ1月号

第40図新式銅製錬所一江西省の貴渓製錬所

(何越教ほか編著<中国的破産資源>1987)�
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(2)安徽省中部の銅陵鉱床区この鉱床区の銅鉱床は,

揚子江中流両岸の安慶一貴池一銅陵一帯に位置し,鉱石

の品質が良好で,有用元素の種類が多く,採鉱･選鉱と

もに容易で,交通も便であり,中国における銅鉱床の採

掘と冶金の先駆けの一つ,銅陵鉱山(銅富山)が有名で

ある.

(3)山西省南部の中条山鉱床区:この鉱床区は同蒲鉄道

の東側にあって,主た大型稼行銅鉱山が4ケ所あり,そ

の中の銅鉱俗鉱山は中国で一二を争う規模の銅鉱山で

ある.

(4)甘崩省の銀川鉱床区:この鉱床区は白銀市を中心に

分布し,白銀廠鉱山(1950年代末に操業し始めたリオティソ

トｰ型含銅硫化鉄鉱鉱床)は久しく中国最大の銅鉱山であ

った･この鉱山は,今でも金川銅一ニッケル硫化物鉱山

と並んで,西北地方でもっとも重要た鉱山の一つに挙げ

られている.

第41図雲南省東川銅鉱山の国民採鉱区一瞥

(何越教ほか編著<中国的破産資源>1987)

建設が開始され,東川市は現在20余万人の人口を有する

鉱工業都市にたっている.

2)最大の近代化産銅地……江西省東北地区

江西省には銅鉱床が非常に多く,とくにその東北部に

集中し,徳興･城門山･瑞昌･永平･東郷の5大銅鉱床

区があり,鉱床のタイプが多様,規模が巨大で,いずれ

も銅鉱皇1,000万トン近くを擁し,“五雑金花"(五色の金

の花)と呼ばれ,中国にその名を馳せている.現在すで

に,酒洲鎮を中心とした銅鉱山が稼働している｡そして

先進的た設備の貴渓製錬精銅一硫酸製造工場(外国との

合資)の第一期工事が終了して生産が始り,第二期工事

にも着手された.現在のところ,この工場が中国最大の

銅製錬基地にたっていて,最新の製錬法･自動化処理法

が採用されて(急速製錬法,大型転炉吹煉法,自動化繕錬鋳

造法,複接触反応硫酸製造法),製錬時間が短縮され,燃料

消費率が下げられ,実収率が大幅に上昇した.工場全体

がコンピュｰタによる生産管理ツステムを採用してい

る･江西省東北部の交通が発達していることと相まっ

て,酒洲鎮]帯は中国でもっとも前途有望た新興銅鉱工

業帯と言えるだろう･

3)中国の6大銅鉱業基地

すでに述べた東川と江西省東北部のほかに,中国には

次の大規模た産銅地がある.合せて,｢6大銅鉱業基地｣

と言う.

(1)湖北省の大冶鉱床区1この鉱床区での採鉱史は古

く,鉱床は密集し,銅品位は比較的高く,一部の鉱床は

露天掘りに適している.中国最古の銅鉱の産出地であ

る.

相伴う鉛･亜鉛･銀鉱物質源

鉛と亜鉛は工業上必須の金属で,その消費量は鉄･ア

ルミニウム･銅に次く“4番目と5番目を占める.両者の

生成条件はよく似ていて,自然界では一般に共生Lて存

在L,産出する.銀も単独の銀鉱床を作っている場合は

少たく,鉛･亜鉛鉱床の鉱石中に随伴されることが多い

ので,以上3種の金属資源はここで一括して紹介する.

なお鉛･亜鉛鉱床は銅と金のほか,一般にゲルマニウ

ム,カドミウム,インジウム,ガリウム,錫,ビスマス,

アンチモンだとの有用金属元素も含有している.

主な鉱床タイプ

鉛･亜鉛鉱床の成因はきわめて多様であるが,以下の

ように大きく3タイプに大別できる.

1)堆積型船･亜鉛鉱床(堆積一再成鉱床と火山源堆積

鉱床も含む)

世界の鉛･亜鉛総鉱量の半分以上がこのタイプの鉛･

亜鉛鉱床の鉱量で占められ,世界の鉱量2,OOO万トン以

上の鉱量を備えた超大型船･亜鉛鉱床はいずれも堆積型

もしくは堆積一再成型(堆積一熱水富化型ともいう.いわゆ

るミシシッピｰバレｰ型もこのタイプに入れられる)のもので

ある.オｰストラリアのブロｰクンヒル鉛･亜鉛鉱床は

鉱量が5,000万トンを越え,品位は鉛十亜鉛で25%以上

に達している.

中国でのこのタイプによく似た鉱床と言えば,雲南省

蘭坪県の金頂鉛･亜鉛鉱床がある･この鉱床は現在のと

ころ中国最大の鉛･亜鉛鉱床で,鉱体は層状を示し,賦

地質ニュｰス435号�
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第42図雲南省蘭坪県の金頂鉛･亜鉛鉱床の地質断面

(何越教ほか編著<中国的破産資源>1987)

1一細粒砂岩,2一石灰角礫岩,3一シルト岩,4一石灰岩および

苦灰岩,5一鉱体,6一断層.

存深度が浅く,水理地質条件が単純で,露天掘りがで

き,加えて鉱石の選鉱上の性質も製錬上の性質も良好で

あり,すでに中国では国家計画中の重点建設項目に入れ

られている.広東省仁化県の孔口,内蒙古自治区の狭山

山脈中の震多気と東升廟および炭窪口,陳西省の柞本

県,江蘇省南京市の栖霞山,甘粛省の西和一成県地区,

広西壮族自治区の南丹県,円川省の寧南県と会理県だと

の地に,このタイプの規模の大きい鉛･亜鉛鉱床があ

る.

このタイプに類する鉱床が海成相の火山成堆積岩中に

存在する鉛･亜鉛鉱床で,鉱体も層状もしくは似層状で

産出する.その成因は,通常,海底の酸性火山噴気作用

と関係があり,その噴気作用によって鉛と亜鉛に富んで

きた火山物質が海水中の細粒の泥一秒物質と混ざり合っ

て一緒に沈殿し,一連のきわめて厚い含鉛･亜鉛火山砕

屑岩一堆積岩系を形成する.世界のもっとも有名た実例

がオｰストラリアのブロｰクンヒル鉛･亜鉛鉱床であ

る.

中国では,甘粛省の前述の白銀廠鉱床(銅･鉛･亜鉛･

硫化鉄鉱鉱床)と小鉄山鉱床,青海省の錫鉄山鉱床,河

南省の桐柏鉱床(大型銀･鉛鉱床),雲南省潤槍県の老廠鉱

床(500年の歴史がある)だとの大型鉱床がいずれもこのタ

イプに入る.

2)マグマ無水型船･亜鉛鉱床

このタイプの鉱床は,中一酸性マグマの分化過程で生

じた熱水が伴体とたって造鉱物質を好適な地質環境下で

沈殿L,生成されたものである｡或るものは中一酸性火

成岩と炭酸塩岩との接触帯に形成されて,接触交代鉱床

を形作り,また或るものは岩石の割れ目を充填して脈状

1990年11月号
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第43図漸江省の黄岩船･亜鉛鉱床の地質断面

(何越教ほか編著<中国的破産資源〉1987)

1一火山岩,2一溶岩挟有凝灰岩,3一熔結凝灰岩,4一鉱体

5一花嵩岩.

鉛･亜鉛鉱床を形成している･このタイプの鉛･亜鉛鉱

床の分布は非常に広く,多くは中型か小型であるが,と

きには大型のものもある｡中国では,有名た湖南省堂壁

県の水口山鉱床と璽腸県の七宝山鉱床1監理県の撞埜鉱

床がこのタイプの好例である｡そのほか,広東省･広西

壮族白治区･雲南省･内蒙古自治区･湖北省･黒竜江省

などにも存在する.

3)火山熱水型船･亜鉛鉱床

このタイプの鉱床は,通常,陸上の火山作用と関係が

ある.この種の鉛･亜鉛鉱床は火山噴火活動区の中心部

ないLその附近に存在し,鉱体は脈状･網状･鉱筒状を

示す.鉱床の観模は中型と小型が多く,稀には鉱量が

100万トン以上の大型鉱床が形成されていることもある.

江西省の貴渓と漸江省の黄岩の鉛･亜鉛鉱床がこの大

型鉱床の典型的た例である･山西省の菱塑県,雲南省の

挑安県だとの地の鉛･亜鉛鉱床もこのタイプに入る｡

中国の鉛･亜鉛･銀鉱床開発史

鉛と亜鉛は中国では開発がかたり早かった鉱種で･と

くに鉛がそうである.早くは高時代の墳墓から銅･錫･

鉛･金たとの各種の金属で作､られた器具が発見されてい

る.一方,東漢め魏借陽が著むだ<周易参同契>の中で

は,木炭を用いて鉛丹(酸化鉛Pb304)を還元Lて鉛にす

る方法が次のように述べられている.

“胡粉投火中色琢還為鉛"

(胡粉火中に投ずれば色界還りて鉛と為る)

宋の時代に入ると,鉛の製錬は大きく発展し,十二世紀

の初頭には当時の信州(今の江西省の上饒)一帯の銅･鉛

鉱床だけで10数万の人々が昼夜兼行で採掘と製錬に従事�
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していた.中国の鉛･亜鉛鉱体が露出しているすべての

地域に古代の採鉱遺跡が存在しているが,これは鉛･亜

鉛鉱床が銀を随伴することと密接た関係がある.古代人

は銀で硬貨を作って通貨にし,同時に鉛と亜鉛を器や皿

の製造に使用していたからである.

亜鉛が中国で実用化されたのも,ずいぶん昔のことで

ある.中国地質学の近代化の父一軍鴻剣の考証による

と,紀元前一世紀の西漢時代の初め頃に,銅と亜鉛の合

金である黄銅が出現している.さらに東晋の王嘉が著し

た<拾遺記〉中には,｢鎌石｣(すなわち黄銅)の記載があ

る.それから,紀元15世紀の明時代中葉には亜鉛(当時,

亜鉛は倭鉛と呼ばれていた)が大量に生産されていた.宋

応星の<大工開物>の<五全篇>には1章を割いて,亜

鉛専門にその製錬が記述されている･ヨｰロッパの人々

が亜鉛の製錬を始めたのは遅く,18世紀になってのこと

である.

中国での銀の開発史は,非常に長い.古くは紀元前五

世紀の<山海経>の<五蔵山経>篇に,銀と金,銀と金

･鉄,銀と石英だと鉱物共生に関する記載がある.銀は

比較的稀た産物であり,化学的性質が安定し,酸化され

難く,新鮮た面では銀白の美しい色をしているため,中

国戦国時代およびそれ以後,銀は貴重た装飾品を始めと

する各種の工芸品の製作に用いられてきた.<新唐書>

の<食貨志>篇には,唐の宣宗の時代(九世紀の中葉)

に,

“天下歳率銀二万五千両"

(天下の歳に銀25,000両を率く)

と書かれている.唐の末期の5代には,銀を主体とした

貨幣制度が全国に広がっていった.銀の価格が非常に高

かったため,大量に銀が採掘され,それに伴

って鉛･亜鉛鉱床の開発が拡大されていった

2.26房,亜鉛は3.19老であるが,鉱量が豊かであり,産

出量も増大Lているから,近い将来に世界の鉛と亜鉛の

供給が緊迫するようだ局面は生じたいものと予測されて

いる.中国には600ケ所もの鉛･亜鉛鉱産地があって,

その中で大型と中型の鉱山が100ケ所を越えている.そ

して,最近は鉛と亜鉛の産出量が年々増大し,年増加率

は3.4名前後を示している.

中国で鉛･亜鉛鉱床が集中的に分布する地域は,南嶺

地域,四川一雲南省境地域,雲南省西部地域,秦嶺一郡

連山脈地域,内蒙古自治区狭山山脈地域の5地域であ

る.これを省･自治区単位で見れば,当該鉱床は雲南

省,内蒙古自治区,広東省,湖南省にもっとも多い.こ

こ10年来,中国における鉛･亜鉛鉱物資源の探査事業は

発展し,雲南省蘭坪県の金頂の超大型鉱床,江西省貴渓

県の火山熱水型の冷水坑鉱床,甘粛省の醸両県南部一成

県西部地区の層準規制型船･亜鉛鉱床が相次いで発見さ

れた.中国は鉛･亜鉛鉱床が有望という地質環境の有利

さを生かして探査事業と開発事業をさらに強化してお

り,すでに紹介した超大型鉱床や大型鉱床はもちろんの

こと,小型鉱床の開発にも積極的に取組んでいて,いわ

ゆる｢四つの近代化｣の需要を満たそうとしているだけ

でなく,輸出量を増やそうとしている.

前途有望なボｰキサイト資源

ボｰキサイトはアルミニウム製造の原料であり,ガリ

ウム･バナジン･ゲルマニウムを副産する･世界のアル

ミニウム消費量は銅よりも多く,鉄に次ぐ.中国は1980

-2000年の問における世界のアルミニウム消費量の年増

のである.

鉛･亜鉛･銀資源の展望

現在のところ,鉛の探査鉱量はアメリカが

世界最大であり,中国はそれに次ぐ世界第2

位,亜鉛鉱量では世界第1位,銀の鉱量では

世界第7位である.世界の主な鉛･亜鉛産出

国は,ソ連とアメリカ,オｰストラリア,そ

してカナダで,この4ケ国の鉛･亜鉛産出量

が世界の総生産量の半分以上を占めている･

最近では,世界の鉛の消費量は生産量をやや

上回り,亜鉛は下回っている.アメリカのス

タンフォｰド国際研究所の推計によると,

1980-2000年の鈴生産量の年平均増加率は
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第44図中国における主要鉛･亜鉛鉱床の分布

(何越教ほか編著<中国的破産資源>
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加率を4.3老と見て,その価格がさらに銅価格に接近す

るとみている.

ボｰキサイト鉱床の主なタイプ

ボｰキサイト鉱床には,主として次の2種のものがあ

る.

且)ラテライト型

このタイプのボｰキサイト鉱床は,アルミナに富んだ

岩石,たとえばアルカリ火成岩,塩基性火成岩,中一酸

性火成岩,粘土質石灰岩,とくに玄武岩が長期間にわた

って地表に露出し,それが然帯湿潤気候下で風化浸透作

用を受け,その岩石中の珪酸とアルカリ土類金属が水に

溶けて流れ去り,アルミナと鉄が残留L,次第に濃集L

て鉱床を形作ったものである･世界的にこのタイプのボ

ｰキサイト鉱床の特徴は珪酸含有率が少たく,アルミナ

含有率が高く(一般にA1.O｡>50%),鉱量が大きく,精錬

しやすく,広く地表に露出するので露天掘りができる利

点がある.中国には,このタイプの鉱床が福建省と広東

省の沿海地帯に分布しているが,規模は大きくたいもの

ぽかりである.

2)堆積型

これは,アルミナを含んだ岩石が風化され,その中の

アルミナが細粒で分散した機械的な懸濁物となって地表

の流水に運搬されて浅海もしくは湖沼中に沈殿し,鉱床

を形成Lたものである.このタイプのボｰキサイト鉱床

は緯度や気候に制限されず,中国のボｰキサイト鉱床は

主としてこのタイプのもので,鉱体は多くが層状で,規

模が大きいが,鉱石の多くはAI･03/Si02値が低く,精

錬コストが高く,しかも多くが坑道掘りにたり,そのた

め稼行価値はラテライト型のボｰキサイト鉱床ほどでは

たい.

この数年来,広西壮族自治区といった中国南部の歴然

帯地域で,二次性堆積型というべきボｰキサイト鉱床の
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第46図広西壮族自治区平泉県の二次堆積型ボｰキサイト鉱床の地

質断面(何越教ほか編著<中国的破産資源>1987)

1一二畳系石灰岩,2一堆積型ボｰキサイト,3一初生ボｰキサイト,

4一初生ボｰキサイトの風化堆積方向を示す,5一風化侵食された初

生ボｰキサイト.

発見が続いている｡これは,初生堆積型ボｰキサイト鉱

床が風化作用を受けて崩壊し,大小の砕屑塊にたり,地

砂上の凹地や鍾乳洞(万灰岩洞穴)中に再び堆積してでき

た鉱床である.このタイプの鉱床のときには大規模なも

のが生じていることがあり,鉱石のA1203含有率が50-

70%,A1･03/SiO･値が7-15前後に達し,採掘と精錬が

比較的容易で,質もよく,量も多くて,重要た価値をも

っている鉱床がある.

中国のボｰキサイト資源とその展望

中国では,1930年代に電解アノレミニウム工業が興っ

た.当時,日本帝国の指導者と指導層は戦争とその拡大

に必要た需要を満たすため,中国のボｰキサイト資源に

目をつけ,台湾の高雄と遼寧省の撫順に電解アルミニウ

ム工場を建設したが,その規模は小さく,年産量はわず

か数万トンにすぎず,日本の敗戦と同時に工場は休止状

態に陥った･それから1949年の中華人民共和国建国の直

前には,少量のアルミナの生産以外には全くアルミニウ

ムを生産する能力がたかった･建国後,4年の歳月を経

て,まず山東省に年産能力3.5万トンの電解アルミニウｰ

ム工場が建設され,以後,鄭州,貴陽,包頭,歯州,撫

順に続々と電解アノレミニウム工場が建設された･同時

舷撃導11好劣鼻輩冴

皿刀1回･国･園･

第45図福建省滝浦県の玄武岩の風化によるラテライト型ボｰキサ

イト鉱床の地質断面

(何越教ばか編著<中国的破産資源>1987)

1一ラテライト型風化殻,2一ギブサイトに富むボｰキサイト,3一ギ

ブサイトに乏しく,玄武岩が残存するラテライト,4一風化玄武岩.

1990年11月号

った.

現在知られているボｰキサイト鉱床は200に近く,そ

の中の大型鉱床は30を少し越え,今までのところ鉱量は

世界第8位である.そして,中国のボｰキサイト鉱床は

堆積型のものが主で,総鉱量の90%ほどを占め･ラテラ

イト型と二次堆積型のボｰキサイト鉱床の鉱量が占める

割合はかたり小さい.�
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堆積型鉱床の空間的分布は炭田の分布と一致すること

が多いが,これはボｰキサイト鉱床の堆積環境が炭層の

場合と似ているからであり,一般に地殻上の海水が大規

模に後退する初期に生成している.地殻の隆起と沈降が

頻繁た状態の下では,通常ボｰキサイト鉱床は雑色粘土

層を伴い,鉱床の堆積は凹んだ石灰岩風化面上に堆積す

る.この種の地域は一般に海浜沼沢地帯もしくは湖沼地

帯で,ボｰキサイト鉱床は炭層の上位ないし下位に産出

する.

中国の堆積型ボｰキサイト鉱床は山西省,河南省,貴

州省,広西壮族自治区の4省･区に集中的に分布して,

その鉱量が中国全体の84%を占め,残りは河北省,山東

省,四川省,福建省などに分布する.アルミニウム工業

は大量の電力を必要とL,以上のボｰキサイト鉱床の集

中地域とその附近には一般に石炭と発電用包蔵水力が豊

かで,アルミニウム鉱物資源の開発には有利な条件が偏

っている.

山西省のボｰキサイト鉱量は中国全体の38形を有し,

省･区別の第一位である.その主要た部分は西部,中部,

そして東南部に存在する･河南省がこれに次ぎ,京廣鉄

道以西の醸海鉄道沿線一帯に分布L,開発条件もよく,

河南省でも期待できる資源の一つとたっている.貴州省

のボｰキサイトは鉱量が中国の省別第3位で,主として

中部地域と北部地域に分布する.広西壮族自治区の場合

は右江の沿岸地域がボｰキサイト鉱床の集中的に分布す

る地域で,その平乗地区の二次堆積型ボｰキサイト鉱床

は最近調査が完了したばかりである.このほか,山東省

の潰博,河北省の唐山,遼寧省の本渓だとも中国では名

のあるボｰキサイトの産地である.

中国のボｰキサイト鉱床の生成期を総観すると,堆積

型ボｰキサイト鉱床の多くは石炭紀中一後期に生成L,

風化殻型と二次堆積型のものの多くは第四紀に生成して

いる.

堆積型ボｰキサイト鉱床の多くは炭層および粘土鉱床

と共生L,鉱体中にはアルミニウムのほか･常にガリウ

ム,バナジン,ゲルマニウムだとの稀金属元素が含有さ

れていて,いずれも総合的に抽出･利用が可能である

が,中国の技術水準と資金力の現状では当分総合利用は

望めたいだろう.

現在,すでに探査･把握されている中国のボｰキサイ

トの鉱量からすると,国家経済の建設に必要た需要は満

たすことができると思われる.しかし,その鉱量のかた

りの部分の鉱石がべ一マイトを主とするものであり,品

位が比較的低く,質の悪い鉱石が少なくたい.技術的に

処理が相当困難で,コストがかたり高くたるものもある

から,ギブサイト型のボｰキサイト鉱床か,もしくは高

品位のべ一マイト型(ダイアスポア型)の鉱床をさらに効

果的に探査することが当面の地質専門家の重要た一つの

仕事のはずである.中国の所管部門の予測によると,山

西省,貴州省,河南省,広西壮族自治区での高品位鉱の

探査が有望で,そのポテソツヤルが高く,展望は明るい

とのことである.中国で近い将来に,ボｰキサイト資源

が枯渇することはたいものと思われる｡

世界一のタンゲステン資源

タングステンは中国の世界に誇る鉱物資源で,鉱量の

点でも生産量の点でも世界一である.そして,タングス

テンは中国の伝統的た大量輸出産品の一つと

言えるものであるが,最近しばしば起ってい
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第47図中国の主要ボｰキサイト鉱床の分布状況

(何越教ほか編著<中国的破産資源>1987)

る鉱山の紛争はタングステンの生産にも少な

からざる影響を与えている･

鉱床の主なタイプ

タングステン鉱床はほとんどが典型的た熱

水成鉱床で,一般に酸性花嵩岩マグマと成因

的に密接た関係をもっている.同マグマ及び

その揮発成分(弗素･塩素など)に富んだ気水

熱水はタングステンを比較的多く含んだ岩石

中に浸透してその中を通過する時に,タング

ステンを取込む･そして温度･圧力･地球化

学的環境に変化が生じると,含有されている

タングステンが鉱物の形で析出･沈殿してタ

ングステン鉱床を形作るのである､この種の

地質ニュｰス435号�
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第48図広西壮族自治区大会県西華山タングステン鉱床の地質の概

要(何越教ほか編著<中国的破産資源>1987)

1一夕ングステ1■一石英脈,2一花筒岩,

3一砂岩･千枚岩,･4一第四系堆積物.

鉛,亜鉛などを随伴する.このタイプのタングステン鉱

床には,ときには湖南省の榊州と河南省の簗川の灰重石

鉱床(合モリブデン)のように,規模が非常に大きいもの

もあり,この両鉱床を中国は接触交代型タングステン鉱

床としては世界にも稀な大型鉱床と評価している.

このほか,湖南省西部の沃渓一流陵一帯には堆積一勲

水再成作用によって生じたタングステン･アンチモン･

金が共生する鉱床がある.この種の多成因成鉱床は多く

たいし,重要たものではたい.

さらに,初生タングステン鉱床が長期にわたって地表

に露出して風化作用と削剥作用を受けると,タングステ

ン鉱物の化学的性質が安定し,比重が比較的大きいた

め,初生鉱床の近くに漂砂鉱床を形成することもある･

主た初生タングステン鉱床としては,熱水鉱脈型,斑岩

型,接触交代型の3種のものがある.

熱水鉱脈型鉱床の多くは鉄マソガソ重石一石英脈の形

で存在し,酸性花嵩岩岩体附近に発達する.一つの鉱床

田が数10条もしくは数100条のこの種の鉱脈で構成され

ていることが少たくたい.その鉱体中には,タングステ

ンのほか,錫,ベリリウム,モリブデン,ビ

スマス,銅,鉛,亜鉛だとが随伴されている

タンゲステン鉱床の分布

世界のタングステン鉱床の分布はいちじるしく不均等

で,その95%は環太平洋帯に集中する.そして主たタン

グステン産出国としては,中国のほか,カナダ,ソ連,

アメリカ,オｰストラリアなどがある.1982年の世界の

タングステン精鉱生産量は42,721t,そのうちの26･5%

が中国の生産分である.

中国のタングステン鉱床は19の省･自治区に分布し,

華南地方の江西省･湖南省･広東省･広西壮族自治区･

福建省にまたがる南嶺地域に集中L,鉄マソガソ重石一

石英脈型と接触交代型のものが主である.すでに触れた

ように,河南省の秦嶺山脈東部の簗川地区で最近,大型

の接触交代型タングステンｰモリブデン鉱床が発見され

たが,これは福建省の清流の灰重石鉱床,湖南省の柳州

場合が普通である･中国の場合,江西省南部

のタングステン鉱床群がこのタイプに属す

る.

斑岩型タングステン鉱床は1960年代に入っ

てから発見された,新しいタイプの鉱床で,

主に福建省,広東省,広西壮族自治区などに

分布する.このタイプのタングステン鉱床は

浅成の中一酸性斑岩岩体の頂部および側岩中

に賦存し,その鉱石は鉄マソガソ重石のほか

に比較的多くの灰重石を含有し,モリブデ

ン,ビスマス,金たとの有用元素を随伴す

る.

接触交代型タングステン鉱床は花闇岩と石

灰岩の接触帯に胚胎され,タングステン鉱物

は灰重石が主で,モリブデン,錫,ビスマス,

1990年11月号
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第49図中副こおける主要タングステン鉱床の分布状況

(何越教ほか編著<中国的破産資源>1987)�
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の灰重石鉱床とともに,中国の三大灰重石鉱床を構成

し,その鉱量はそれぞれ世界屈指とのことである･

江西省南部地域はもともと“タングステンの都"の名

があり,中国で鉄マソガソ重石がもっとも集中･賦存し

ている地域である.この地域ですでに発見されているタ

ングステン鉱床の数は600を越え,中国の誇る“江西省

南部四大タンクステン鉱山"(大会県西華山鉱山,全重県大

吉山鉱山,定南県薦美山鉱山など)は中国最大･最大級のタ

ングステン精鉱生産鉱山である.中国のタングステン鉱

山としては開発がもっとも早かった西華山は,世界各国

のタングステン鉱床関係の著作で必ずと言ってよいほど

引用される典型的た実際例の一つとたっている･この鉱

山の鉱床は密集･平行して配列する鉄マソガソ重石一石

英脈からなり,幅10cm以上の鉱脈が400余条あり,各

鉱脈の水平延長は多くが100-300m,最大傾斜延長は500

mに近い.現在,採掘深度はすでに600m余に達し,こ

の規模は世界稀た大きさと言える･

このほか,江西省西北部の分宜県も重要たタングステ

ン鉱床分布区である.その鉄マソガソ重石一石英脈型鉱

床は分布が広く,開発に便で,とくに個人経営の人海戦

術による採掘に適し,そのため分宜県が県別タングステ

ン精鉱産量で中国一にたっているのである.

湖南省は灰重石の生産で有名を駆せ,タングステン鉱

の鉱量計算値では中国の省別第一位である.全省のタン

グステン鉱産地は300余ケ所あって,南部･中部･西部

に分布し,著名た鉱床区としては榊州県のほか,資墾

県,桂陽県,茶陵県だとの地がある一

このほか,雲南省,広西壮族自治区,広東省･福建

省,河南省も,タングステン鉱床が比較的集中･分布す

る地域である.1970年代に入って以来,揚子江中一下流

地方,四川省西部地方,雲南省西部地方で次々にかたり

重要たタングステン鉱床が発見されてきた･さらに･過

去,タングステン鉱床が全然知られていたかった北方地

方,たとえば北亜連山脈の山地･麹』山脈の申地1遼寧

省の東部地域,新彊ウィｰクノレ族自治区,黒竜江省など

でもタングステン鉱床がすでに発見されている､

タングステン資源の開発史と展望

申国におけるタングステン鉱床の開発は江西省の南部

で始まり,宋代の古文書にすでに“黒石"という名称で

記載されているが,当時のその用途については明らかで

たい.それから久しく,阿片戦争の後,江西省大全県県

域のキリスト教の教会に一人のドイツ人牧師が赴任し,

西華山に“黒い宝石"があると聞き,一人の教徒に頼ん

で手に入れ,ドイツに送って化学分析して初めて,それ

第50図中国のタングステン鉱埋蔵鉱量は世界一･写真は広東

省懐集の鉄マンガン重石結晶.

(何越教ほか編著<中国的破産資源>1987)

が鉄マソガソ重石であることが明らかにたったのであ

る.

彼の教徒は行商人にたりすまして山に登り,“黒い塊"

をこっそりと拾って持帰ったのだと言う.この牧師は教

会の聖堂に必要た石材と偽って,その鉄マソガソ重石を

大量に入手し,ドイツに売って暴利を稼ぎ,それでも飽

きたらなくたった彼は地方の豪族と結んで西華山タンク

ステン鉱床の採掘権を500銀元で買い取った.これで“隔

しのテクニック"がぽれ,真面目たクリスチャンがまず

腹を立て,怒りが広がり,何回もの抗議と交渉が繰返さ

れ,やっと1908年に1,000銀元で鉱業権が元の権者に買

戻され,鉱床の価値が再認識されて地方の資金が集り,

合資会社として開発が本格化したのである.これ以降,

江西省南部のタングステン資源は次第に生産量を増し,

その量の多さで世界に知られるようになった･そして中

国のタングステン鉱床の開発は江西省から湖南省に,広

東省,広西壮族自治区,福建省にと広がっていった.

現在では,中国のタングステン産出量と輸出量が世界

一で,国際市場の動向を左右するまでにたっている､中

国はタングステン鉱物資源が豊富であり,優れた地質学

的なタングステン鉱床生成条件を備えている･とくに華

南地方の南嶺山脈一帯は,中国でもっとも有望たタング

ステン鉱床生成区である.これに次ぐのが秦撞山脈地域

で,この秦嶺山脈地域は中国中部の東西性地質構造帯に

位置し,やはりタングステン鉱床の生成に都合のよい条

件を備え,1970年代以降すでに幾つかの大型タソクステ

地質ニュｰス435号�
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ソ鉱床が発見されていて,将来中国第二のタングステン

鉱産出地域に発展する可能性がある.中国のタングステ

ン鉱物資源が十分に開発されるようにたれぽ,国内の経

済建設の需要が満たされるだけでたく,輸出も増やすこ

とが可能,と中国は予測している｡

タングステンは世界的に残り少たい資源の部類に入

り,鉱量と消費量増大状態から計算すると,あと23-34

年分Lかたい.国によってはすでに第二の資源の開発が

進められていて,“ずり"(廃石)ソと選鉱尾鉱から大量に

タソクステが回収され,それがタングステン消費量の1/4

に達している国もあり,そのほかに代用品を積極的に探

し求めてタングステンの節約を図っている国もある.

中国はこのようた世界の状況を有利に生かす一環とし

て,輸出には一次産品でたく,価格が精鉱の3-30倍も

するタングステン製品･加工品を主に使う方針をとって

いる.

中国のタングステン鉱業は急速に拡大されているが,

とくに個人･集団による採掘が広がっており,それに伴

って乱掘･狸掘りといった問題が多発し,資源の浪費が

ひどくたってきた.本誌第395号の“或る鉱業法"で述

べたように,そのようた乱掘･狸掘りを防ぎ,取り締る

たどのために<鉱産資源法>が公布されたが,いまだ問

題は収まっていたい.

さらに中国はタングステン鉱が錫･ニオブ･アンチモ

ン･モリブデン･稀土類など有用金属を随伴しているこ

とを重視し,その出来る限り完全た回収を意図Lている

が,現状は成功にほど遠く,技術的た壁はこ

こでも厚いようである一

れ,或いは貢物に使われるようにたった,という.これ

が実事たら,この話は中国における錫の最初の発見と使

用ということにたる.商･周の時代にたると,青銅器時

代の発展に伴って錫鉱床の開発はすでに相当一般化し

た.戦国時代に書かれた<者エ記>には,6種の配合の

銅一錫合金とそのそれぞれの用途が記載されている(前

述p.30参照).

さらに<漢書･地理志>の記載には,

｢益州郡,……黄古,北栗山出錫.

西洋山出銀,鉛,南烏山出錫.｣

とあり,<後漢書･郡国志>は,

r實古,条山出銅,錫.｣

と記録している.黄古は今の箇旧]帯の古名で,この記

載は中国における錫鉱物資源の開発が雲南省で始まった

証拠である･明の孝宗の時,箇旧の錫鉱山に専門の管理

官が置かれ,同地での錫の採掘事業を管理した･清の乾

隆年間に入ると,箇旧の銀鉱の採掘が一つのピｰクを迎

え,産出した錫は主として雲南造幣局での硬貨の鋳造に

使用された.1910年の辛亥革命以前には,箇旧の錫鉱は

年産6,000tに達していた.

六世紀の70年代にたってから世界の錫の年産量は20万

t前後とほぼ安定し,1982年の産出量は23万tであっ

た.総じて,錫の生産と消費は平衡状態にある.たお,

錫は中国の伝統的た輸出鉱産物の一つで,現在の中国の

錫産出量は世界第6位である.

重厚なる錫資源

錫と金･銀･銅･鉄を合せて,中国では昔

から“五金"と呼び,今もって公司名などに

使って金属鉱物資源を代表するものとされて

いる.周知のように,中国ではすでに新石器

時代に銅と錫の合金である青銅の精錬技術が

興っていたのである.

錫鉱床開発史

伝説によると,はるかた昔に雲南省箇旧一

帯の韓族の人々がたまたま砂錫の上で薪を積

んで焚き火をしたところ,高温の炭の還元作

用によって錫石がきらきらと銀色に光る錫の

珠に変り,韓族の人々の驚きと好奇心を呼ん

で,以来これを使ってアクセサリｰが作ら

1990年11月号

場山地河
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第51図'桂川の河池の地(現在の広西第52図

壮族自治区河他県)での錫採

掘の図.

(宋応星著<大工開物>から)

南丹(第51図と同じ広西壮族

自治区の南丹県)での砂錫採

掘の図.

(宋応星著<大工開物〉から)�
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第53図

中国における主な錫鉱床の分布状況

(何越教ほか編著<中国的破産資源>工987)
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分布と展望

6南海
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世界の錫鉱量は約!,100万t(金属量)であり,国別で

は中国の錫鉱量が世界一である.

中国の錫鉱床は南の広東省･広西壮族自治区･江西省

･湖南省･四川省･雲南省に集中分布する｡この6省･

自治区に存在する錫鉱床の合計鉱量は,全中国の総錫鉱

量の98%を占める･残る2%ばかりが,青海省･貴州

省,内蒙古自治区,福建省,遼寧省,黒竜江省に分散分

布Lているにすぎたい.

広西壮族自治区の錫の鉱量は省･自治区別のトップ

で,その鉱床は南月一河池地区に集中的に分布する.南

丹県の大麻錫鉱床は雲南省の箇旧錫鉱床に次ぐ規模のも

のであり,中国第2の規模を有する錫鉱床であり,現在

ちょうど鉱山建設の最中であって,1990年代前半に生産

が始まるはずである.そのほかの重要な錫鉱の産地とし

ては,同じく広西壮族自治区の富川一賀県一鐘山地区,

そして宝塚一元宝山地区がある.

雲南省の錫鉱床は多年にわたって採掘され,現在保有

している鉱量は広西壮族自治区に次いで中国の省･自治

区別第2位であるが,産出量は第1位である･雲南省の

錫鉱床は,主として箇1日一都龍地域に分布する.箇旧は

昔から“錫の都"の異名があり,その中国最大の錫鉱山

は大型の銅･鉛･亜鉛鉱山でもある.この錫鉱床の鉱量

に広西壮族自治区の犬廠錫鉱床の鉱量を加えれば,それ

だけで全中国の半分以上を占めることになる.都龍の大

型錫鉱床は錫を産するだげでたく,亜鉛にも富んだ鉱床

として有名である.さらに,雲南省中部地域の永仁･安

寧･牟定･易門と金沙江東側の中旬一義敦地区,欄槍江

沿岸と騰沖の一帯にも,中型一小型の多数の銀鉱床があ

る.

広西壮族自治区と雲南省のほかには,湖南省の榊州地

ノ
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第54図

雲南省箇旧錫鉱山の露天採掘場の一隅.

カモニタｰで錫鉱を採掘している.

(何越教ほか編著<中国的破産資源〉

鉱員が高圧水
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第55図
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雲南省箇旧の接触交代型錫鉱床の地質断面

(何越教ほか編著<中国的破産資源>1987)

1一花開岩,2一万灰岩,3一鉱体｡
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区と衡陽地区,広東省東部の蓮花山周辺,同北部の連平

と乳源,同西部の広西壮族自治区と接する所の信宜にも

それぞれ錫鉱床が存在する｡四川省の錫鉱床は西昌地区

に集中し,その中では会理の錫鉱床が有名である.それ

に次ぐ錫鉱床は,濾沽県,康定県にある｡中国は錫鉱が

豊富であり,生産量も多く,それは国内の需要を満たし

ているだげでたく,輸出できる余力もある.地質学的な

錫鉱床生成条件からすると,中国は環太平洋錫鉱床生成

帯に属し,同時に古地中海一マレｰシア錫鉱床生成帯の

影響も受け,錫鉱床と関係のある花嵩岩の分布が広く,

沿岸一帯には多くの砂錫鉱床がある.中国には錫鉱床の

生成に適した,まだ十分に探査されていない地域がかた

り残っており,とくに西南部ではまだ錫鉱床の探査が展

開されていたいので,錫鉱物資源の確保の展望は明る

し･.

世界を圧倒するアンチモン鉱

中国のアンチモン鉱

中国は世界最大のアンチモン産出国であり,鉱量保有

国である.その鉱量は,他のアンチモン産出国,すたわ

ち南ア･ボリビア･ソ連･メキシコ4ケ国の合計量より

も多い.中国のアンチモン鉱床は!3の省･自治区に分布

し,湖南省にもっとも多い.たかでも湖南省新化県の錫

砿山アンチモン鉱床は鉱量が世界最大のアンチモン鉱床

で,“アンチモンの都"とも呼ばれている･この鉱床は,

1368年に同地の住民が発見Lたもので,アンチモン鉱の

党かげが二次錫鉱に似ているために,常用されていた
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“五金"の]つ一錫と誤認されて“錫の砿山"から“錫

砿山"という地名に転化し,今なおそのまま使われてい

るというわけである.

<湖南錦砿志>の記事によると,1915年から1935年に

いたる20年間に湖南省から34万tのアンチモンが産出し

ているが,その中の像とんとが錫砿山産である.現在,

錫砿山アンチモン鉱山が保有している鉱量と産出してい

るアンチモン年産量は,全国のそれぞれ1/3前後を占め

ている.

中国の著名な大型アンチモン鉱床は,広西壮族自治区

の南丹県,甘粛省の崖湾県,雲南省の木利県,貴州省の

晴隆県にもある､地域でみれば,アンチモンにとっても

っとも重要な地域は湖南一広西地方であり,それに次ぐ

のが秦嶺山脈地方である.そのほかの地域としては,湖

南省の益陽地区と板渓地区,広西壮族自治区の丹池地

区,貴州省の狭山地区と銅仁地区,雲南省の銅街地区が

ある･この10年来,アンチモン鉱床の発見が相継いでお

り,湖南省1省だけでも150ほどの鉱床が発見され,甘

粛省,河南省,湖北省たどでも新鉱床の発見が報道され

ている.

中国のアンチモン鉱物資源の胚胎ポテンシャルは非常

に大きく,世界的にも際立って大きい･年々中国から輸

出されるアンチモンとその製品は,世界のアンチモンと

その製品の総量の14-20房を占めている･今後,中国が

アンチモンの用途を開拓･拡大し,アンチモン製品の生

産を発展させ,アンチモン鉱石の選鉱･総合利用･回収

技術の向上に成果を上げることが出来るかどうか,それ

がアンチモン資源の豊富さを生かせるかどうかの鍵であ

ろう.一とき,日本に輸出されたアンチモン精鉱の品位

が中国側の言う値より10%近くも低く,日本

最大のアンチモン選鉱所で選鉱しなおしたこ

…q

��
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第56図中国の主要アンチモン鉱床の分布状況

(何越教ほか編著<中国的破産資源>1987)

1990年11月号

とがあり,当時の日本の新聞に書かれて,中

国との鉱産物の取引に警戒観が生れたことが

ある.中国との鉱産物の取引といえば,大慶

の原油のパラフィン含有率のあまりの高さに

日本の電力会社はその引取を拒んだとか,輸

入した中国産の銅精鉱の含水率が異常に高

く,35%を超えていたとか,15-20年前には

問題が続いた｡当時の｢安かろう,悪かろ

う｣が前は日本などからのノウハウの提供に

よって｢まあまあだ,まあまあだ｣か,｢高

かろう,まあまあだ｣になったらしく,とく

に新聞を賑やかすことはたかったが,｢安か

ろう,良かろう｣にまではたっていないよう

である.外貨不足の中国にとって,生きるた

めの国際競争力を身に着けることは急務であ�
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第57図湖南省錫廼山アンチモン鉱床の地質蕨面

(何越教ほか編著<中国的破産資源>1987)

1一石灰岩2一頁岩3一アンチモン鉱体4一断層

第58図“辰砂のキング"一世界最大の辰砂の結晶｡貴州省の五

山鉱山産､高さ65.4mm,縦35mm,横37mm,重さ

亮7｡

(何越教ほか編著<中国的破産資源〉1987)

ろうが,｢天安門事件｣とその処理は大きく足を引張る

愚かな所業であったと思われる･

大量に輸出される水銀資源

水銀鉱床の生成

地殻中の水銀含右率は非常に低く,平均して100tの

岩石中わずか8.9grにすぎず,銀の場合に似ているが,

ありふれた金属に較へれば問題なく少ない.自然界には

水銀鉱物が30種類ほど存在するが･稼行の対象にたるの

は主として辰砂(HgS,Hg86.2%)である､この辰砂とい

う鉱物名は湖南省の辰州(今の辰渓県)に由来するもの

で,この地は古来産出する水銀鉱物の品質が良いことで

名を馳せ,それでその主た水銀鉱物を当時の人六が“朱

砂"･“丹砂"から“辰川砂",そして“辰砂"と呼ぶよ

うにたり,日本でもそれを踏襲したわけである.

中国土産の高級品である鶏血石彫刻の材料一鶏血石

は,辰砂をほど良く含有した変質火山砕屑岩である･た

お,1980年に貴州省の万山水銀鉱山岩屋坪坑で発見され

た大きな辰砂の結晶は,長さが65.4mm,幅が35mm,

高さが37m㎜,重さが2379rあって“辰砂の王"と呼ば

れ,現在,北京地質博物館に所蔵されている.これは,

多分,世界一の辰砂の巨晶であろう.

中国での分布の特徴

世界の水銀鉱床は,地中海鉱床生成帯と環太平洋鉱床

生成帯に集中的に分布する.地中海水銀鉱床生成帯には

世界最大のアルマｰデソ水銀鉱床(スベィソ),さらに世

界第二のイドリア水銀鉱床(ユｰゴスラビア)があるほか,

トルコ,アルジェリア,モ1コヅコ,チュニスに,そして

ソ連のコｰカサス,ザカルパチア,クリミアだとの地域

にも水銀鉱床が分布する｡

環太平洋水銀鉱床生成帯の主要な産水銀国としては1

カナダ,アメリカ,メキシコ,ペルｰ,テリｰ,中国,

フィリピン,インドネシア,ソ連の極東地方がある.か

つては日本もそうであったが,今は水銀の稼行鉱山が一

つもない.すべて,輸入で賄われている･

中国の場合,水銀鉱床は主に西南地方の貴州･湖南･

四川広西雲南の諸省自治区と陳両名の秦嶺山脈地

域に分布する.とくに貴州省は中国で水銀鉱床がもっと

も豊富た省で,それが“表之都(水銀の都)"と呼ばれる

理由であり,有名た水銀鉱産地としては,貴州省東北地

域の玉膵,務川,銅仁,さらに同省南部地域の羅垣･星

雲一帯がある.また,湖南省の水銀鉱床は西部地域の逝

晃･鳳風･吉首だとの諸県に集中している･さらに四川

省の水銀鉱床は主として東部地域の酉盟･鍾仁･秀坐の

諸県にあって,湖南省の水銀鉱産地に連なっている･そ

して,広西壮族自治区の西南地域の鐘鍾一帯･雲南省西

部の雲県･施旬･保山の諸県も重要な水銀鉱床の分布地

域である最近では,甘粛省や青海省西秦嶺地域でも水

銀鉱床が発見されている.

以上のように,中国の水銀鉱床は1日本でもそうであ

るが,広域的には鉱床生成帯を形作って分布する.まず

第一は湖南省西部一貴州省東部生成帯で,その鉱量と水

銀産出量は水銀鉱床生成帯別の中国のトップの座を占

め,その将来性も非常に大きい.これに次ぐのは秦嶺一
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墨壷生成帯であり,さらにそれに次ぐのが西南地方の三

江生成帯である｡

開発史と将来展望

長沙の馬王堆三号墓から出土した絹布書簡<五十二病

方>に,当時すでに水銀製剤が析癬･瘍庁の治療に用い

られていたという記述がある.この馬王堆三号墓が造営

された年代は紀元前2世紀後半の西漢初期であり,ヨｰ

ロッパはイタリアで初めて水銀軟膏が治療に用いられた

12世紀に先立つこと1,000年ということにたる.西漢の

観安が著した<准南万華街>という一書に

“丹砂為水一項"

(丹砂を本項と為す)(辰砂から水銀をとる)

とあり,当時すでに水銀精錬法があったことを説明Lて

いる･古代の祈薦師や道教士が言っている“煉丹"は歴

史上初めて水銀の精錬を語った言葉である.そして<史

記>の<孝武本紀>は,漢の武帝が祈薦師一季少君の言

｢而事化丹砂諸薬有為黄金実｣を信じたと書いている.

薬剤との調合比をうまく変えれば,辰砂は黄金になる,

と言う祈藤師の言葉を漢の武帝が信じた話であるが,も

ちろん水銀は金(かね)にはなっても黄金にはたらない.

辰砂を陶器の壷に入れて熱し,出てくる気体を冷やせば

水銀(液体)にたることが判っていて,それがさらに慾

をそそったのであろう.同じく<史記>の<貨殖列伝>

には

r而昌寡婦溝,其先得丹穴,而撞其利数

世.｣

(而して巴の寡婦清く,其の光より丹穴を

得,而して其の利,数世を撞ままにす.)

とある.これは,四川省の東部にあった巴国

に一人の清楚た未亡人が居て,祖先から受継

いだ一つの辰砂鉱山をうまく稼行し,孫子ま

で繁栄したという話である･2世紀の東漢の

魏伯陽が著した<周易参同契>は世界最古の

水銀精練の専門書であるが,その中で水銀は

簡単に昇華すると述べられている･これは現

在使われている“昇華"でたく,水銀が硫黄

と化合する性質を指摘しているのである･こ

の書はさらに,それぞれ金･銀･鉛との水銀

との合金(アマルガム)を作る方法も記載され

ている･魏一音一南北時代以後,水銀の利用

は広く普及してきたが,Lかし多くは“煉丹術"に用い

られた.東晋の葛洪の<抱朴子>や唐･宋時代の道教の

著作にも,煉丹についての記載がある｡煉丹には辰砂鉱

石が必要であるから,水銀鉱床の採掘は当時すでにかな

り広がっていたものと思われる.

水銀は,有毒た金属である.近年,水銀の開発と利用

が多面的にたるにしたがって,環境汚染の問題が目六深

刻になってきた.多くの鉱山･化学工場･軽工業コンビ

ナｰトの廃水･廃気中の水銀含有量が許容量よりも高

く,人々の健康に悪影響を与える場合があり,これには

厳重た注意が必要である.中国は日本の痛恨の実例に照

して注意してきたと言うが,日本ほど醜くはないにして

も,ぼちぼちと公害の話が伝わってくる･

現在のところ,中国の水銀の鉱量と生産量はいずれも

世界第4位で,生産量のほぼ半分が輸出されている･す

でに把握された探査鉱量からすると,国内需要は十分に

賄えるはずである.前述の3水銀鉱床生成帯で続々と新

鉱床が発見されている今日,中国の水銀鉱物資源の将来

は管理を上手にやれほ,明るいだろう.

(つづく)
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